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 今回展示された新作「Flight in the cage」シリーズはその延長線上にある作品で、京都に一
カ所しか無い公営スケートパークの「プール」がその投影場所に選ばれている。「プール」とは
スケートボードのための曲面で構成された凹んだ場所で、その曲面に鳥かごの中の鳥のモノクロ
写真が投影されることで歪んだ映像となっている。そしてそれを再撮影してできた写真プリント
を薄いアルミに貼付けて、工業用ローラーで曲面に加工する、というのが今回の作品の制作プロ
セスである。今回の作品である。曲面に投影され歪んだイメージが再度別の曲面に加工されるこ
とで、2重に歪まされて観客の身体感覚に働きかけてくる。写真がマウントされた薄いアルミ板は
あくまで物質性を最小限に押さえることを目的にしており、マットな写真表面との組み合わせで、
観る場所によってほとんど歪んだ平面のイメージとしてみえるような感覚も観客に与えて、その
目的を果たしている。またそれが結果として水木が意図しているよう「プール」の表面のざらざ
らや傷、つなぎ目といった投影面の質感を浮かびあがらせることにも結びついている。モノクロ
で投影された場所をカラーで撮影するという技法も現実とイメージの間に、水木のいう二つのも
のが結ばれる際にあらわれる「障り」の感覚が繊細に表現されている。 
 終章では、各章をまとめることで、「／（スラッシュ）」が個人にもたらす効果について述べ、
それが芸術的価値の新たな地平を切り開く可能性について言及する。 
 本論は実際の経験に基づいて詳細に論じられる第1章第2章と、写真や自作について論じる第3
章第4章の間に論調の異なりが見られ、比喩的にせよ「／（スラッシュ）」で異なるものを繋い
でゆくためには、第3章の写真のレイアウト分析の弱さが惜しまれ、第4章での自作分析にも緻密
さの欠ける印象が否めないなど、論文構成におけるアンバラスさも気になる。ただし、自身の経
験のなかから新たな創作上の概念を抽出し、それを他者の作品分析や自作の捉え直しへと展開す
る点に、本論の独自性が認められる。 
 水木の作品は、空間／平面、物質／イメージ、作者／観者といった対立を繊細な感覚で慎重に
バランスするものであり、そこに現れる両義性は一見スタイリッシュに見える水木作品の、実は
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もっともラディカルな側面と言えるだろう。つまり、水木の試みている、いわゆる「作者」を後
退させることで対象と表面の質＝物質感が、鑑賞者の身体に語りかけてくるような方法は、論文
で水木のいう、「能動的な観客」としての態度であり、そのように様々な手を尽くして「作者」
を後退させることで、場所、そして観客を前景化させることが可能になるのである。論文中では
ストリートカルチャーに対する政治的あるいは社会学的な視点は意識的に避けられていたが、展
示作品では、それらストリートカルチャーの公共社会内での位置付けについて考察を促すものと
なっている。つまり論文を発展的に広げたものが作品であると言えよう。純粋に感覚的な事柄の
みならず、政治、社会に関する鋭い指摘も今後、制作活動に組み込まれる可能性が高く、さらな
る作家活動の展開にも期待を持つことができる。 
 
以上、上記のように水木の研究制作の方向と展開には一貫性があり、独自の制作研究として充分
な成果をあげており、博士の学位に値するものとして、全員一致で合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
